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文責：校長

１０月９日（水 、庵川漁港堤防での壁画制 １０月８日（火 、日向保健所衛生環境課） ）

作がありました。門川町の自然や文化などをテ と町役場環境水道課の方々を講師として、４

ーマにして、毎年、町内小学校の６年生が参加 年生が河川の環境についての学習を行いまし

して、卒業前の思い出として堤防に絵を描いて た。水の大切さや自然の循環のしくみなどに

いきます。慣れないペンキでの作業に少し戸惑 ついてお話を伺った後、町内の川の水の汚染

ってもいましたが、皆で協力しながら一生懸命 度について実験を行いました。川の水に試薬

取り組んだこともあって、作業は順調に進み、 を入れて、色の変わ

予定時間よりも早く完成していました。子ども り具合で汚染度を測

たちも自分たちの描いた壁画の出来栄えに満足 りました。その結果、

そうでした。また、道路についたペンキを取る 町内の川の水がきれ

清掃作業にもしっかりと取り組んでいました。 いなことがわかりま

した。また、そのき

れいさを維持してい

くためにはごみなど

を捨てたりせず、自

然を大事にしていく

ことの大切さを学び

ました。

１０月１１日 金 ３年生の地域学習で 魚（ ）、 、「

の町 門川」について学ぶ学習として、水永水 １０月１０日（木 、明治安田生命日向中）

産広報部の相良瑞希様と町社会教育課の方か 央営業所長の八木康介様と職員の方が来校さ

ら、門川町の漁業の歴史や現在の様子などにつ れ、本校にサッカーボールとドッジボールを

いてお話をしていただきました。かつて「門川 各２個、寄贈してくださいました。これは明

カンカン部隊」と呼ば 治安田生命の地域貢

れ、近隣市町村に魚を 献活動の一環だそう

売り歩いていた方々が です。とてもカラフ

使っていたブリキ缶も ルなボールで子ども

持ってきてくださり、 たちも喜びそうです。

当時の様子などについ ありがとうございま

ても学習しました。 した。

門川小合い言葉
知恵いっぱい
心いっぱい
汗いっぱい


